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重要政策課題⑤

文化･スポーツ･魅力発信
重要政策課題

文化・スポーツ・魅力発信 ～世界から人を惹きつける魅力ある大都市圏に向けて

５

22 現代芸術の創造発信拠点としての地位確立

＜４か年の取組方向＞

○ 国際芸術祭「あいちトリエンナーレ 201９」を開催するとともに、愛知芸術文化センター

において、各種設備の更新・改修を行いながら、質の高い発信力のある舞台芸術公演や美術展

等を継続的に開催していく。また、若者を対象とした伝統文化等体験事業を実施することによ

り、「第 31回国民文化祭・あいち 2016」の成果を継承していく。

○ 愛知芸術文化センター及び県陶磁美術館において、子ども向け参加型プログラムを実施する

ほか、「アートフェスタ－愛知県高等学校総合文化祭－」の開催、愛知県立芸術大学における

新デザイン棟の整備や教育研究の充実などにより、文化芸術の担い手づくりを進めていく。

○ 愛知芸術文化センターや県陶磁美術館において、館内スペースを文化芸術団体などの活動の

場として提供するなど、県民、ＮＰＯ、ボランティア、企業等が連携・協働した多様な交流・

創造を進めていく。

＜具体的な取組・施策と実施計画＞

取組・施策
実施計画（年度）

所管部局
2017 2018 2019 2020

芸術創造・発

信機能の強化

国際芸術祭「あいち

トリエンナーレ」の

継続開催

・2019年の開催に向けた

準備

・あいちトリエンナーレ地

域展開事業の実施

・あいちトリ

エンナーレ

2019の開催

・2022年の

開催に向け

た準備 県民生活部

愛知芸術文化セン

ターでの質の高い

舞台芸術や美術展

等の開催

・オペラ､クラッシックコ

ンサート、演劇等の公演

の実施

・県美術館における企画展

等の開催

・設備の老朽化に対処する

ための各種設備の更新

及び改修

県民生活部

国民文化祭の成果

の継承

・県内の若者（大学生等）

を対象とした伝統文化

等体験事業の実施

県民生活部

文化芸術の担

い手づくり、

支え手づくり

子どもが文化芸術

を体験する機会の

提供

・愛知芸術文化センター及
び県陶磁美術館での子

ども向け参加型プログ
ラムの実施

・あいちトリエンナーレ地

域展開事業（学校へのア
ーティスト派遣）の実施

・アートフェスタ-愛知県
高等学校総合文化祭-の
開催

・あいちトリエ

ンナーレ2019

（学校へのアー

ティスト派遣）

県民生活部

教育委員会

新進芸術家の育成

支援

・県美術館での中堅アーテ

ィストの発掘・支援及び
個展の開催

・県陶磁美術館における若

手芸術家の育成支援事
業の実施

・愛知県芸術文化選奨（文

化新人賞）の実施
・あいちトリエンナーレ地
域展開事業（若手芸術家

の育成）の実施

県民生活部

愛知芸術文化センター

入場者数：年間 200万人

アートフェスタ参加者数：
毎年 6,000人
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重要政策課題に対応する

主要政策の実施計画Ⅱ

取組・施策
実施計画（年度）

所管部局
2017 2018 2019 2020

文化芸術の担

い手づくり、

支え手づくり

愛知県立芸術大学

における教育研究

の更なる充実

・新デザイン棟の整備

・地域の文化芸術を担う人

材や、国内外の第一線で

活躍する芸術家の育成

県民生活部

アウトリーチ活動＊

の促進

・県立芸術大学による愛知

芸大芸術講座の開催 県民生活部

アートマネージャ

ー＊の育成

・実践的な研修の実施

・県立芸術大学におけるア

ートマネジメント教育の

実施

県民生活部

県民、ＮＰＯ、

ボ ラ ン テ ィ

ア、企業等が

協働した多様

な交流・創造

の実現

愛知芸術文化セン

ターや県陶磁美術

館の事業展開にお

ける協働

・民間団体、ボランティア

と協働した事業の実施

・館内スペースの提供を通

した、芸術家や文化芸術

団体の活躍の場の創出

県民生活部

【あいちトリエンナーレ 2016】

【アートフェスタ-愛知県高等学校総合文化祭-】

【子ども向け参加型プログラムの実施（陶磁美術館）】

【愛知県立芸術大学 新デザイン棟】

＜外観イメージ＞

＜アトリエイメージ＞

供用開始
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重要政策課題⑤

文化･スポーツ･魅力発信
重要政策課題

文化・スポーツ・魅力発信 ～世界から人を惹きつける魅力ある大都市圏に向けて

５

＜４か年の取組方向＞

○ 2026 年に本県で開催する「第 20 回アジア競技大会」を成功させるため、組織委員会の設

立、大会開催に向けた諸計画の検討、大会の広報・PR などの準備を進めるとともに、アジア

競技大会を生かした地域活性化方策の検討・具体化を図っていく。

＜具体的な取組・施策と実施計画＞

取組・施策
実施計画（年度）

所管部局
2017 2018 2019 2020

アジア競技大

会開催に向け

た取組

第 20 回アジア競技

大会（2026年開催）

の準備

・アジア・オリンピック評

議会との開催都市契約締

結に係る協議

・アジア競技大会組織委員

会設立準備

・大会開催に向けた諸計画

の検討

・大会の広報・ＰＲ

振興部

アジア競技大会を

生かした地域活性

化

・地域活性化方策の検討・

調査

・調査結果

を踏まえ

た方策の

具体化

政策企画局

23 アジア競技大会開催に向けた取組

＜コラム＞「第 20回アジア競技大会」の開催決定

2016 年 9 月 25 日、ベトナム・ダナンで

開催されたアジア・オリンピック評議会総会に

おいて、2026 年開催の「第 20 回アジア競

技大会」の開催都市が愛知・名古屋に決定され

ました。

この大会は、４年に１度アジア・オリンピッ

ク評議会に加盟する 45 の国と地域が参加す

るアジア地域最大の総合スポーツ大会であり、

スポーツ界にとって 2020 年東京オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会の次なる大きな目標となります。同時に、拡大するアジアとの

交流を一層深める機会となるなど、愛知・名古屋のみならず、日本全国にとって大変意義の

ある大会となります。

本県では、アスリートファーストの観点を踏まえながら、愛知らしく簡素で質素な、そし

て機能的で合理的な大会とし、国際的なスポーツ大会の「愛知・名古屋モデル」をつくるこ

とをめざします。また、選手にとって最高の舞台となるとともに、大会後も末永く語り継が

れ、後世への業績・財産となるよう、大会に向けた万全の準備を進めていきます。

振興部
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重要政策課題に対応する

主要政策の実施計画Ⅱ

回 開催年 開催都市（開催国） 参加国及び地域 参加選手数

14 2002 年 釜山（韓国） 44 6,572 人

15 2006 年 ドーハ（カタール） 45 9,520 人

16 2010 年 広州（中国） 45 9,704 人

17 2014 年 仁川（韓国） 45 9,501 人

18 2018 年
ジャカルタ・パレンバン

（インドネシア）
－ －

19 2022 年 杭州（中国） － －

【アジア競技大会の開催経過と予定】

【第20回アジア競技大会開催構想の概要】

■開催期間：16日間と仮定

■競技会場：36競技（追加競技を除く）の実施を仮定し、会場を想定

■選手村：名古屋競馬場移転跡地を想定

■財政計画

大会主催者負担経費 850 億円

運営経費 440 億円 ※左記金額は不確定要素が多いため、

競技会場仮設整備費 110 億円 更に費用の圧縮に努めるとともに、

選手村仮設整備費 300 億円 経費を精査する。

⇒アスリートファーストの視点を踏まえながら、簡素で質素な、機能的で合理

的な「愛知・名古屋モデル」での大会の実現をめざす。

マニラ2
（フィリピン）

バンコク

（タイ）

5 6

8 13

ジャカルタ・パレンバン

（インドネシア）

4 18

ニューデリー1 9

（インド）

テヘラン

（イラン）

7

ドーハ

（カタール）

杭州

北京

16

19（中国）

広州

11
ソウル

（韓国）

10
17 １4

釜山

（日本）

12
東京

3

広島

15

仁川

・数字は大会の開催回

・紫色の部分は、アジア・オリンピック評

議会加盟の 45 の国及び地域
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重要政策課題⑤

文化･スポーツ･魅力発信
重要政策課題

文化・スポーツ・魅力発信 ～世界から人を惹きつける魅力ある大都市圏に向けて

５

＜４か年の取組方向＞

○ 「マラソンフェスティバル ナゴヤ・愛知」や「新城ラリー」などのスポーツ大会の更なる

育成を行っていく。また、「FIFA フットサルワールドカップ 2020」など、新たな大会の招致

を進めるとともに、「ラグビーワールドカップ 2019」などの開催支援を進めていく。

○ スポーツ大会や合宿の招致活動や育成活動などをワンストップで行う「あいちスポーツコミ

ッション（2015 年 4 月設立）を運営していく。

○ 「東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会」事前合宿などの誘致や、スポーツ

大会参加者・観戦者への地域の魅力のＰＲなど、スポーツを通じた地域の活性化を図っていく。

＜具体的な取組・施策と実施計画＞

取組・施策
実施計画（年度）

所管部局
2017 2018 2019 2020

スポーツ大会

の育成・立ち

上げ・招致の

推進

スポーツ大会の育

成

・「マラソンフェスティバル

ナゴヤ・愛知」の開催支援

・「新城ラリー」の開催支援

・「アイアンマン 70.3セン

トレア知多半島ジャパ

ン」の開催支援

・奥三河パワートレイルの

開催支援

・木曽三川ウルトラマラソ

ンの開催検討

振興部

新たなスポーツ大

会の立ち上げ支援

・新たなスポーツ大会の立

ち上げ支援の検討 振興部

新たなスポーツ大

会の招致

・「ＦＩＦＡフットサルワー

ルドカップ 2020」の招致、

開催準備（開催国決定後）

・「ラグビーワールドカップ

2019」の開催支援

・「2018年第７回スペシャル

オリンピックス日本夏季

ナショナルゲーム・愛知」

の開催支援

・「ＩＳＵグランプリファイ

ナル国際フィギュアスケ

ート競技大会愛知・名古

屋 2017」の開催支援・気

運醸成

・第 93回日本選手権水泳競

技大会競泳競技の開催

・セーリングテーザー級世

界選手権大会の開催、セー

リングワールドカップ愛

知・蒲郡大会の開催

・新たなスポーツ大会の招

致の検討・開催

・開催

（9月）

・開催

（9月～10月）

・開催

振興部

健康福祉部

教育委員会

24 全国・世界に打ち出せるスポーツ大会の育成・招致

「名古屋ウィメンズマラソン」の県外・

海外からの出場者数：15,000人

ＦＩＦＡフットサルワールドカッ

プ 2020 の観戦者数：県内会

場での 1 試合平均：3,000 人
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重要政策課題に対応する

主要政策の実施計画Ⅱ

取組・施策
実施計画（年度）

所管部局
2017 2018 2019 2020

スポーツ大会
の招致・育成
体制の充実

スポーツコミッシ
ョンの設立・運営

・スポーツコミッションの

運営 振興部

スポーツを通
じた地域活性
化

合宿などの招致や
参加者・観戦者への
地域のＰＲ

・「東京 2020オリンピック・
パラリンピック競技大会」
事前合宿などの誘致

・スポーツ大会会場等にお
ける地域の魅力のＰＲ活
動

振興部

【全国・世界に打ち出せるスポーツ大会】

新城ラリー

スペシャルオリンピックス ＦＩＦＡフットサルワールドカップ

セーリングワールドカップラグビーワールドカップ

マラソンフェスティバルナゴヤ・愛知

撮影／平井 淳一
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重要政策課題⑤

文化･スポーツ･魅力発信
重要政策課題

文化・スポーツ・魅力発信 ～世界から人を惹きつける魅力ある大都市圏に向けて

５

（１）産業観光・武将観光等の推進

＜４か年の取組方向＞

○ 産業観光について、観光団体等が提案するツアー造成に対する支援、「愛知・岐阜観光スタ

ンプラリー」の実施、新たな観光拠点となる「あいち航空ミュージアム」の整備・運営などの

取組を進めていく。

○ 武将観光について、「サムライ・ニンジャフェスティバル」等のイベントの開催や、「徳川家

康と服部半蔵忍者隊」を通じた忍者観光の推進、名古屋城本丸御殿の復元支援などの取組を進

めていく。

＜具体的な取組・施策と実施計画＞

取組・施策
実施計画（年度） 所管部局

2017 2018 2019 2020

産業観光の推
進

関連の施設や史跡

を巡る観光ルート

の開発支援

・地域の観光団体等が提案

するツアー造成、イベン

ト開催等に対する支援

・観光バスモニターツアー

の実施

振興部

各種イベント、メディ

アを活用したＰＲ活

動、近隣県やゆかりの

ある地域と連携した

イベントの開催

・｢愛知・岐阜観光スタンプ

ラリー｣の実施

・「産業観光推進懇談会（Ａ

ＭＩＣ）」への参加

振興部

観光拠点の整備

・「あいち航空ミュージアム」

の整備及び指定管理者制

度による効率的な運営 振興部

武将観光の推
進

関連の施設や史跡

を巡る観光ルート

の開発支援

・地域の観光団体等が提案

するツアー造成、イベン

ト開催等に対する支援

・観光バスモニターツアー

の実施

振興部

各種イベント、メディ

アを活用したＰＲ活

動、近隣県やゆかりの

ある地域と連携した

イベントの開催

・「サムライ・ニンジャフェ

スティバル」等の武将観

光イベントの開催

・「徳川家康と服部半蔵忍者

隊」を通じた忍者観光の推進

・「武将のふるさと愛知」の

全国発信

・「愛知・岐阜観光スタンプ

ラリー」の実施

振興部

観光拠点の整備

・名古屋城本丸御殿の復元

支援 振興部

25 地域魅力の磨き上げ・観光客の誘致

来県者数：

5,000 万人

観光消費額：

1 兆円

来県者数：

5,000 万人

観光消費額：

1 兆円

年間来場者数：35 万人

11月 30日オープン

全体公開
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重要政策課題に対応する

主要政策の実施計画Ⅱ

（２）地域独自の魅力創造・発信

＜４か年の取組方向＞

○ 地域伝統芸能全国大会「地域伝統芸能による豊かなまちづくり大会」の開催などを通じ、愛

知の伝統文化の魅力を発信するとともに、清洲貝殻山貝塚資料館の賑わい創出に向けた整備・

充実、名古屋市と連携した朝日遺跡と志段味古墳群の発信など、遺跡・歴史的建造物、街並み

の保存・再生・活用を図っていく。また、「なごやめし」のＰＲや、ロケ地の誘致、医療ツー

リズムの推進、山車文化の発信など、様々な地域ブランドを活用し、国内外から本県への更な

る誘客を図っていく。更に、ＪＲグループや観光団体等と協力して、全国規模の大型観光キャ

ンペーンを進めていく。

○ 県有施設を生かした魅力の発信として、大高緑地の「ディノアドベンチャー名古屋」の運営

や新城総合公園における民間活力導入施設の開設など、民間活力導入を進めるほか、愛・地球

博記念公園内に「ジブリパーク（仮称）」の整備を検討していく。

＜具体的な取組・施策と実施計画＞

取組・施策
実施計画（年度）

所管部局
2017 2018 2019 2020

地域ブランド

の向上・効果

的 な 情 報 発

信・ＰＲ

愛知の伝統文化の

情報発信

・愛知県民俗芸能大会の開催

・伝統文化出張講座の開催

・県陶磁美術館での貴重な

資料の収集・保存、企画

展等の開催

・地域伝統芸能全国大会の

開催準備

・開催

振興部

県民生活部

教育委員会

遺跡・歴史的建造物

や街並みの保存・再

生・活用

・あいちヘリテージマネージ

ャー＊の養成や市町村への

助言・指導による歴史的建

造物等の保存の推進

・清洲貝殻山貝塚資料館の

整備・充実

・愛知の代表遺跡（朝日遺

跡と志段味古墳群）の発

信（名古屋市と連携）

建設部

教育委員会

「なごやめし」の地

域ブランドの推進

・「なごやめし普及促進協議

会」を通じた国内外への

「なごやめし」の魅力発信

・海外での観光プロモーシ

ョン開催時及び海外旅行

会社等を本県に招請した

際の交流会におけるなご

やめしの試食の実施

振興部

ロケの誘致を通じ

た観光資源の情報

発信

・ジャパンフィルムコミッ

ション（ＪＦＣ）主催の

ロケ地フェアへの出展

・ロケ地マップの作成、パ

ネル展等による情報発信

振興部

来館者数：年間 10万人
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重要政策課題⑤

文化･スポーツ･魅力発信
重要政策課題

文化・スポーツ・魅力発信 ～世界から人を惹きつける魅力ある大都市圏に向けて

５

取組・施策
実施計画（年度）

所管部局
2017 2018 2019 2020

地域ブランド

の向上・効果

的 な 情 報 発

信・ＰＲ

ポップカルチャー

の情報発信

・ＳＮＳなどの活用による、

ＰＲキャラクターを通じ

たポップカルチャーの情

報発信

・「あいちポップカルチャー

フェスティバル」の開催

・「世界コスプレサミット」

の開催支援

振興部

医療ツーリズムの

推進

・愛知の優れた医療技術を

外国人に提供し医療の国

際化を進めるための、医

療ツーリズムの推進

健康福祉部

山車文化の情報発

信

・「あいち山車まつり日本一

協議会」の運営
教育委員会

杉原千畝氏顕彰施

設の整備

・杉原千畝氏を顕彰するた

めの施設の整備

・施設の

ＰＲ
教育委員会

愛知・名古屋ゆかり

のノーベル賞受賞

者顕彰施設の整備

・施設構成・展示内容など

の検討調査の実施

・調査結果を

踏まえた施

設の具体化

産業労働部

中部国際空港エリ

アにおけるＭＩＣ

Ｅを核とした国際

観光都市としての

機能整備

・「国際観光都市としての機

能整備に関する研究会」

における検討

・検討結果を

踏まえた事

業の推進 振興部

国内外への戦略的

なＰＲ

・「“Heart”of JAPAN～Technology

& Tradition」を掲げた国内

外への情報発信

・「モノスゴ愛知で待つ県」

のキャッチフレーズのも

とでの戦略的ＰＲの実施

振興部

愛知県大型観光キ

ャンペーンの実施

・愛知デスティネーション

キャンペーンのプレキャ

ンペーン

・集中キャ

ンペー

ン

・アフター

キャン

ペーン

振興部

県有施設を生

かした魅力の

発信

県庁本庁舎の公開

イベントの充実等

・本庁舎開放イベント（文

化の日）における本庁舎

の一般公開等の実施

総務部

県営都市公園での

取組の推進

・愛・地球博記念公園をは

じめ県営都市公園におけ

る各種行事・イベント

建設部

県営都市公園にお

ける民間活力導入

・大高緑地ディノアドベン

チャー名古屋の運営

・新城総合公園における民

間活力導入施設の開設

建設部

愛・地球博記念公園

内における「ジブリ

パーク（仮称）」の

整備

・構想の具体化に向けた調

査・検討

・調査・検討結

果に基づく事

業の推進
建設部

「観光地実態調

査」における本

県の観光地とし

ての魅力度：

全体・県民とも

に 80％

2020 年代初

頭オープン
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重要政策課題に対応する

主要政策の実施計画Ⅱ

【愛知県大型観光キャンペーン】

2018 年秋期に、本県において 13 年ぶりに開催される、ＪＲデスティネーションキャンペーンを核

に、2017 年度から３年間にわたって、全国から観光客を呼び込む愛知県大型観光キャンペーンを実施

します。

キャッチフレーズ 未来クリエイター愛知

サブキャッチフレーズ 想像を超える旅へ。

ロゴマーク

＜コラム＞「山・鉾・屋台行事」（国指定重要無形民俗文化財）のユネスコ無形文化遺産登録

2016 年 11 月に開催されたユネスコ政府間委員会において、全国 33 件の「山・鉾・屋台行

事」（国指定重要無形民俗文化財）のユネスコ無形文化遺産登録が決定されました。

このうち、本県は、全国最多となる「尾張津島天王祭の車楽舟行事」（津島市・愛西市）、「知

立の山車文楽とからくり」（知立市）、「犬山祭の車山行事」（犬山市）、「亀崎潮干祭の山車行事」

（半田市）、「須成祭の車楽船行事と神葭流し」（蟹江町）の５件となっています。

こうした山車文化を県内外へ広く発信するため、県や関係市町村、保存団体で構成する「あい

ち山車まつり日本一協議会」が、山車文化の魅力を発信する公開イベントや研修会、シンポジウ

ムの開催などの普及啓発事業を実施していきます。

尾張津島天王祭の車
だん

楽
じり

舟
ぶね

行事

（７月）【津島市・愛西市】

亀崎潮干祭の山車行事

（５月）【半田市】
須成祭の車

だん

楽
じり

船
ぶね

行事と神
み

葭
よし

流し

（８月）【蟹江町】

ユネスコ無形文化遺産登録が決定された本県の山・鉾・屋台行事

知立の山車文楽とからくり

（５月）【知立市】

犬山祭の車山
や ま

行事

（４月）【犬山市】
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重要政策課題⑤

文化･スポーツ･魅力発信
重要政策課題

文化・スポーツ・魅力発信 ～世界から人を惹きつける魅力ある大都市圏に向けて

５

（３）広域観光の推進

＜４か年の取組方向＞

○ 中部地域の酒蔵のある街や、お酒にまつわるアクティビティを紹介する「昇龍道日本銘酒街

道」の取組など、県域を越えた広域的な視点に立ったテーマ性やストーリー性を持った観光ル

ートの開発を進めていく。

○ アジア諸国をターゲットとして、東海地区外国人観光客誘致促進協議会や一般社団法人中央

日本総合観光機構、昇龍道プロジェクト推進協議会と連携した旅行会社・メデイアの招請や国

際旅行博への出展のほか、トップセールスやアジア大商談会の実施、ムスリム観光客を受け入

れる環境整備などを進めていく。

＜コラム＞県営都市公園への民間活力導入による賑わいづくり

本県では県営都市公園において、民間活力を積極的に活用し、新たな魅力の創出と多くの

方々に親しまれる公園づくりを進めています。

2016 年７月には、県営大高緑地公園に、自然体験型恐竜探検アトラクション「ディノアド

ベンチャー名古屋」をオープンしました。

また、県営新城総合公園では、「フォレストアドベンチャ

ー新城（仮称）」の 2018 年３月頃のオープンを目指し整

備を進めています。この「フォレストアドベンチャー」は、

森の中に設置された木製の足場や階段、ワイヤー、吊り橋

を利用して、地上約 10 メートルの空中散歩や空中遊泳な

どが体験できる自然共生型のアクティビティとなってお

り、東海三県では初の開業となります。

更に、愛・地球博記念公園に、ジブリの作品群を保存し、多くの方々に見て楽しんでいただ

ける「ジブリパーク（仮称）」を整備する方向性について、2017 年 5 月にスタジオジブリと

合意し、民間企業の参画を募りながら、2020 年代初頭の整備を目指し検討を進めています。

2005 年に愛知万博が開催された愛・地球博記念公園には、ジブリ作品に登場する「サツキ

とメイの家」が愛知万博の「レガシー」として受け継がれ、現在も多くの人が訪れています。

また、愛知万博 10 周年の 2015 年に開催され

た全国都市緑化フェアにあわせ、「ジブリの大博覧

会」も開催されました。

ジブリ作品に一貫して流れる、人、いきもの、地

球に対する「愛」は、「自然の叡智」をテーマとし

た、愛知万博の理念と合致するものであり、ジブリ

作品の世界を更に広げていくことで、愛知万博の理

念継承につなげていくとともに、世界に通用するコ

ンテンツであるジブリ作品を、クールジャパンとし

て世界に向けて発信していきます。

フォレストアドベンチャー

「サツキとメイの家」
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重要政策課題に対応する

主要政策の実施計画Ⅱ

＜具体的な取組・施策と実施計画＞

取組・施策
実施計画（年度）

所管部局
2017 2018 2019 2020

広域観光の推
進

テーマ性やストー
リー性を持った観
光ルートの開発

・昇龍道プロジェクト推進
協議会の取組の１つとし

ての昇龍道日本銘酒街道
推進会議の開催

・産業観光・武将観光の推進

振興部

アジア諸国をター
ゲットとしたトッ
プセールスやＰＲ
事業の実施

・東海地区外国人観光客誘

致促進協議会と連携した
旅行会社・メディアの招
請

・一般社団法人中央日本総
合観光機構、昇龍道プロ
ジェクト推進協議会と連

携したミッションの派遣
・観光プロモーション、知
事によるトップセールス

の実施、国際旅行博への
出展、「アジア大商談会」
の開催

・ムスリム観光客の受入環
境整備促進

振興部

（４）誘客力、おもてなしの力の向上

＜４か年の取組方向＞

○ 県観光協会をはじめ観光関係団体、市町村等と連携した観光展や観光プロモーションなどを

展開し、地域が一体となった誘客を図っていく。

○ おもてなしの気運の醸成を図るため、「産業観光あないびと育成研修会」による観光ボラン

ティアガイドの育成に取り組んでいく。

○ 交通機関や観光施設の多言語表示の促進、公衆無線 LAN の整備・普及など、観光客の利便

性向上を図っていく。

＜具体的な取組・施策と実施計画＞

取組・施策
実施計画（年度）

所管部局
2017 2018 2019 2020

誘客力の向上

市町村などと連携
した観光展や観光
プロモーションの
展開

・観光説明会の開催
・観光パンフレット等の作成
・地域の観光団体等が提案
するツアー造成、イベン
ト開催等に対する支援

・名古屋市との連携による
観光プロモーションの
実施

振興部

おもてなしの
気運醸成

県民参加によるお
もてなしの推進

・「産業観光あないびと育成研
修会」の実施による観光ボ
ランティアガイドの育成

振興部

観光客の利便
性向上

観光・交通案内等の
充実

・アクセス情報の多言語化
などの鉄道会社等への働
きかけ

振興部

インターネットに
接続する環境整備

・無線ＬＡＮの整備・普及
の促進

・あいち無料公衆無線ＬＡ
Ｎ推進協議会の運営

・県有施設における無料公
衆無線ＬＡＮ環境の整備

振興部

県外から本

県に訪れる

人数：

全体 5,000

万人、うち

外国人 400

万人

観光実態調

査で「非常

に満足」と回

答する旅行

者の割合：

全体 30％、

外国人 50％

昇龍道 9 県

の外国人延

べ宿泊者数：

1,400万人泊
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重要政策課題⑤

文化･スポーツ･魅力発信
重要政策課題

文化・スポーツ・魅力発信 ～世界から人を惹きつける魅力ある大都市圏に向けて

５

＜４か年の取組方向＞

○ 常滑市の空港島において「愛知県国際展示場」の 2019 年 9 月の開業をめざし、設計施工

一括発注方式による実施設計及び建築工事を進めるとともに、コンセッション方式による運営

事業者の選定や展示会主催者等に向けた広報及び営業活動などの準備を進めていく。

○ 愛知県国際展示場において、技能五輪全国大会・全国アビリンピック、「ワールドロボット

サミット」など、国際的な大規模イベントを継続的に開催していくほか、「愛知・名古屋ＭＩ

ＣＥ推進協議会」を中心とした新たなＭＩＣＥ＊の誘致・開催に向けた取組や、案内表示の多

言語化や無料公衆無線LANの整備など受入環境の整備を進めていく。

＜具体的な取組・施策と実施計画＞

取組・施策
実施計画（年度）

所管部局
2017 2018 2019 2020

国際展示場の

整備

愛知県国際展示場

の整備

（再掲 7（2））

・設計施工一括発注方式に

よる実施設計及び建築工

事の実施

・コンセッション方式によ

る運営事業者の選定

・展示会主催者等に向けた

広報及び営業活動

・開業準備

･事業者に

よる運営

振興部

Ｍ Ｉ ＣＥ の

誘致・開催

ＭＩＣＥの開催・

支援

・技能五輪全国大会・全国

アビリンピックの開催に

向けた推進協議会の設置

及び2020年度技能五輪全

国大会・全国アビリンピ

ックの基本計画の策定

・ワールドロボットサミッ

トの開催準備

・メッセナゴヤの開催

・2019年度
  大会の実
  施計画策
  定

・2019年度
  大会の開
  催
・2020年度
  大会の実
  施計画策
  定

・開催

産業労働部

・2020年度
  大会の開
  催

新たなＭＩＣＥの

誘致・開催

・「愛知・名古屋 MICE推進

協議会」による MICE誘

致の取組の推進

・「“Heart”of JAPAN～

Technology&Tradition」

を掲げた海外 MICEプロ

モーションの展開

・「あいち国際会議開催補

助金」による助成

振興部

ＭＩＣＥの受入環

境の整備

・観光施設、公共交通機関
等の案内表示の多言語
化に向けた取組の推進

・空港・ホテルから会議施
設への移動利便性向上
に向けた交通事業者へ

の働きかけ
・無料公衆無線 LAN 環境の
整備・利用の促進、周知・

広報
・あいち無料公衆無線 LAN

推進協議会の運営

振興部

26 国際展示場の整備とＭＩＣＥの戦略的な誘致・開催

国際会議の
開催件数：
年間200件

9月開業
予定
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重要政策課題に対応する

主要政策の実施計画Ⅱ

【愛知県国際展示場】
○空港島に日本初の国際空港隣接型となる展示面積

６万㎡の展示場を整備。2019 年 9 月開業予定。
○運営に「コンセッション方式」を導入し、民間の

創意工夫と経営感覚を生かし、展示会を企画展示。
＜機能＞

・展示ホール 10,000 ㎡×6 室＝6 万㎡

・会議室 18 室

・駐車場 約 3,400 台

＜コラム＞新たな交流拠点となる常滑市の空港島

中部地域の空の玄関口である中部国際空港がある空港島では、2019年9月の開業に向け、

展示面積 6 万㎡の「愛知県国際展示場」の整備を進めており、2019 年度には「技能五輪全

国大会」、2020 年度には「技能五輪全国大会・全国アビリンピック」や「ワールドロボット

サミット」など、大規模イベントが開催される予定となっています。また、ボーイング 787

初号機の展示を中心とした複合商業施設「FLIGHT OF DREAMS」が 2018 年夏頃オープ

ン予定のほか、ＬＣＣ向け新ターミナルや、複数のホテルの開業も予定されています。

こうした中、2017 年８月、「中部国際空港東・常滑りんくう地域」が都市再生緊急整備地

域に指定されました。同地域においては、都市計画の特例（用途、容積率等の緩和）や一定

規模以上の民間都市開発事業に対する税制支援及び金融支援などの活用が可能となり、新た

な民間投資につながることが期待されます。

また、本県では、中部国際空港エリアを中心に、MICE を

核とした国際観光都市を目指して、「国際観光都市としての

機能整備に関する研究会」を 2017 年 8 月に設置し、国際

観光都市としての魅力ある機能整備のあり方について、調査

研究を進めているところです。その中において、数多くの

ＭＩＣＥを呼び込むため統合型リゾート（ＩＲ）についても、

調査研究を進めています。

本県では、こうした様々な取組を進めながら、空港島にお

ける交流拠点性の更なる向上を図っていきます。

東横イン（新棟）

（2018 年開業予定）

セントレアホテル（新棟）

（2018 年秋開業予定）

愛知県国際展示場建設予定地

（約 28.7ha)（2019年 9月開業予定）

ボーイング 787 初号機を中心とした

複合商業施設「FLIGHT OF DREAMS」建設予定地

（2018 年夏開業予定）

中部国際空港駅

新ターミナルビル建設予定地

（2019 年度上期供用開始予定）

フォーポイントバイシェラトン名古屋

中部国際空港（2018 年秋開業予定）

空港島

名古屋市

常滑市

外観イメージ


